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色
彩
心
理
学
と
陰
陽
五
行
・春
編 

 

色
が
も
た
ら
す
効
用 

色
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
物
理
的
、
生
理
的
、
心
理
的
な
働
き

が
あ
り
、
こ
れ
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
料
理
の

盛
り
付
け
、
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
な
ど
生
活
の
中
に

上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
心
地
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
色
が
人
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
、
東
洋
医
学
の
基
礎
陰
陽
五
行
の
立
場
か
ら
見
て
行
き

ま
し
ょ
う
。 

 春
の
心
と
体
を
癒
す
「
青
」 

春
先
は
特
に
肝
臓
が
疲
れ
や
す
く
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

時
に
は
怒
り
が
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓

が
不
調
に
な
る
と
執
着
心
や
嫉
妬
心
が
人
一
倍
強
く
な
っ
た

り
、
人
間
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
り
、
何
を
や
っ
て
も
空

回
り
す
る
と
い
っ
た
状
態
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
は
、
青
い
空
や
木
々
の
緑
を
見
る
こ
と
で
穏
や

か
な
気
分
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
青
色
は
肝

臓
の
経
絡
と
共
鳴
し
て
い
て
、
青
や
紺
、
紫
と
い
っ
た
服
を

身
に
つ
け
た
り
、
テ
ー
ブ
ル
や
カ
ー
テ
ン
、
絨
毯
な
ど
に
青

色
系
統
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
気
分
転
換
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
物
で
は
青
菜
（
緑
黄
色
野
菜
）
や
野
草
と
い
っ
た
青
（
緑
）
色

食
品
を
多
め
に
摂
る
こ
と
で
開
放
的
な
気
分
に
な
り
、
執
着

を
手
放
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
肝
臓
を
良
く
す

る
意
識
の
あ
り
方
は
「
寛
容
性
」
で
す
が
、
色
彩
を
上
手
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
赦
す
、
受
け
入
れ
る
、
水
に
流
す
、
と

ら
わ
れ
な
い
と
い
っ
た
意
識
へ
誘
導
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

     

「
争
」
と
い
う
字
の
横
に
「
青
」
を
も
っ
て
く
る
と
「
静
」 

に
な
り
、
水
（
さ
ん
ず
い
）
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
「
清
」
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
青
に
は
「
水
に
流
す
」（
意
識
を
リ 

セ
ッ
ト
す
る
）
力
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
天
気
が
よ

い
日
は
気
持
ち
が
よ
い
で
す
が
、「
晴
」
と
い
う
字
は
、
き
っ

と
青
い
空
に
太
陽
が
あ
る
と
気
分
爽
快
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら

き
た
の
で
し
ょ
う
。 

五
月
は
五
月
晴
れ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
空
の
青
さ
や
新
緑

が
美
し
い
季
節
で
す
が
、
こ
う
し
た
環
境
に
い
る
と
気
持
ち

が
よ
い
の
は
、
青
色
に
開
放
、
解
き
放
つ
、
手
放
す
と
い
っ

た
リ
セ
ッ
ト
効
果
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実

際
、
海
や
空
の
青
色
を
見
て
い
る
と
、
気
分
が
落
ち
着
き
、

爽
快
に
な
り
ま
す
。 

私
は
五
月
生
ま
れ
な
の
で
、
こ
の
時
期
の
木
々
の
新
緑
が

大
好
き
で
す
。
緑
に
は
癒
し
の
力
が
あ
り
、
傷
つ
い
た
細
胞

や
組
織
を
再
生
し
、
修
復
し
て
く
れ
ま
す
。
病
後
は
そ
う
し

た
緑
の
中
で
療
養
す
る
こ
と
で
、
自
然
治
癒
力
が
高
ま
り
ま

す
。
肝
臓
の
経
絡
は
目
を
管
理
し
て
い
て
、
肝
臓
の
血
液
浄

化
力
が
落
ち
て
く
る
と
、
血
行
不
良
か
ら
眼
精
疲
労
や
ド
ラ

イ
ア
イ
と
い
っ
た
目
の
疲
れ
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
に
は
鮮
や
か
な
新
緑
や
青
空
を
見
る
こ
と
で
、
目
の
疲

れ
が
と
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
視
力
改
善
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
流

行
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
黒
ゴ
マ
、
黒
豆
、
黒
米
、

小
豆
、
タ
カ
キ
ビ
、
ナ
ス
と
い
っ
た
紫
（
赤
紫
）
色
の
食
べ
物

に
も
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
呼
ば
れ
る
目
の
若
返
り
が
期
待
で

き
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
小
松
菜
、

ほ
う
れ
ん
草
と
い
っ
た
緑
黄
色
野
菜
や
、
ヨ
モ
ギ
、
ス
ギ
ナ

と
い
っ
た
野
草
に
含
ま
れ
る
カ
ロ
チ
ン
な
ど
も
目
を
良
く
す

る
成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
木
の
芽
時
と
い
わ
れ

る
春
先
に
は
、
こ
の
よ
う
な
食
べ
物
を
摂
り
、
身
も
心
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

 

行
き
過
ぎ
た
「
青
」
が
も
た
ら
す
影
響 

 

ま
た
、
青
色
に
は
管
理
や
支
配
、
統
率
力
を
高
め
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
効
率
の
も
と
に
大
量
生
産
が
行
わ

れ
る
工
場
で
働
く
労
働
者
の
作
業
着
に
は
、
青
色
系
統
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。理
由
は
、統
率
が
取
れ
て
い
な
い
と
、

生
産
性
が
落
ち
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
物
語
る
か
の

よ
う
に
、
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
。
警

察
官
や
機
動
隊
、
消
防
団
員
、
警
備
員
、
自
衛
隊
員
の
服
装

や
セ
ー
ラ
ー
服
に
青
色
系
統
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
も
、

同
じ
く
統
率
し
や
す
い
色
だ
か
ら
で
す
。 

し
か
し
、
青
色
が
行
き
過
ぎ
る
と
大
衆
操
作
と
い
っ
た
マ

イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ホ
と
い
っ
た
通
信
機
器
の
液
晶

画
面
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
脳
疲
労

を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
器
か
ら
発
せ

ら
れ
る
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
自
分
で
考
え
る
力
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
、機
器
の
使
い
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

補
色
で
調
和
を
と
る 

こ
の
青
の
強
さ
を
緩
和
す
る
色
が
白
色
で
す
。白
に
は「
白

紙
に
戻
す
」
と
い
う
初
期
化
の
力
が
あ
る
の
で
、
青
色
に
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
白
色
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
よ
り
開
放
感
・

清
涼
感
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
道
路
標
識
に
は
こ
の
青
（
緑
）

と
白
の
組
み
合
わ
せ
が
多
い
で
す
が
、
お
そ
ら
く
疲
れ
目
の

予
防
効
果
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
コ
ン

ビ
ニ
の
看
板
や
清
涼
飲
料
水
に
も
見
ら
れ
ま
す
。料
理
で
は
、

青
菜
や
野
草
の
白
和
え
、
青
菜
の
塩
茹
で
と
い
っ
た
組
み
合

わ
せ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
食
事
を
通
し
て
人
間
の
運
気

も
よ
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
春
は
、
ぜ
ひ
肝
臓
系

を
活
性
化
す
る
青
色
を
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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第 54号 ムスビの会ニュース 平成 30年 5月 

生命維持にかかせない塩  
  

塩は私たちの生活になくてはならないものです。なぜなら、人間の体内には体重の約 5％の塩分（成人）

が含まれているからです。これらの塩分は、骨格や筋肉、体液（細胞内液、組織間液、血液、リンパ液）など体の

あちこちに存在していて、欠乏すると私たちの生命の危機に関わります。最近は無塩食や減塩志向が強

くありますが、健康のためには質のよい塩分を適量摂ることが大切です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 
塩分不足による体の不調（一部抜粋） 

 
めまい・ふらつき 

倦怠感・精神不安定（神経伝達機能の低下による） 

食欲不振（消化液の分泌不足による） 

筋肉のけいれん・痛み 

活力減退 

脱水症状 

皮膚の弾力低下（新陳代謝の衰えによる） 

免疫力の低下 

 

塩 （自然塩）の効用  
 
健康面 
 
・殺菌作用（うがい） 

・歯ぐきの引き締め 
・熱中症予防 
・冷え症予防（塩浴） 
・発汗によるデトックス（塩浴） 
 
お料理・生活編 
 
・旨み成分（グルタミン酸）を引き出す 
・あく抜き（山芋や山菜など） 

・脱水作用（きゅうりの塩もみ、焼魚の焼き崩れ防止） 
・酸化防止（りんご、じゃがいもなどの変色防止） 

・防腐作用（梅干しや味噌など） 

・水道水の塩素（酸性）を還元 

お料理に使いやすい細粒タイプ。 
たんぱく質（細胞）を硬くするニガ
リ成分を含まないので、お魚料理に
もおすすめ。 
 

携帯に便利なボトル入り。 
外出先での熱中症対策やミネラル補給に

おすすめです。 

 

自宅のお風呂で温泉気分。水道水の
塩素を還元し、体の芯から温めま
す。塩の浸透圧で体の汚れを落とし
てくれるので、ボディソープ不要。

プチ断食とセットで行うとさらに
デトックス力 UP！ 

原材料：岩塩（チベット産） 

内容量：500ｇ 

価 格：1,620 円（税込） 

 

原材料：岩塩（チベット産） 

内容量：35ｇ 価 格：486 円（税込） 

 

原材料：岩塩（チベット産） 

工程：採掘 粉砕 

内容量：300ｇ 価 格：1,620 円（税込） 

リ・コエンザイム キャンディソルト   

リ・コエンザイム ビオソルト  
 

リ・コエンザイム ソルトの特徴 

ヒマラヤ山脈のチベット高原が原産。3億 8千年

前の地殻変動によって太古の海水がマグマの熱

で焼かれ溶けて結晶化することで還元力（抗酸化

作用）を持つ貴重な塩（還元性焼成岩塩）になり

ました。汚染のない太古の海水からつくられた塩

にはミネラル（極微量のミネラルも含む）がバランス

よく含まれています。 

リ・コエンザイム スパソルト   

リ・コエンザイム 梅干しパウダー   

原材料：岩塩（チベット産）梅粉末 

内容量：30ｇ 価 格：702 円（税込） 

 携帯に便利なボトル入り。 
岩塩と乾燥させた梅干しを種ごと微粉末
にしました。調味料や熱中症対策におす
すめです。 

 

ビオソルト（食用）の活用法 
・お醤油やお味噌に加えるとコクが出てまろやかに 

・野菜の漬け置きで、野菜がシャキシャキに 
 

スパソルト（浴用）にアレンジ 
・お好みのアロマオイルを加えても OK! 

 


